
１．黒潮は、犬吠埼の南東３０マイル付近を北東に流れ、

３６°０５′Ｎ １４２°３０′Ｅ付近を流去している。

２．本県沿岸域は、１２～１６℃台の水温となっている。
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魚  種 漁　法 組合名 水揚量 ㎏ 平均単価 水揚金額 円 延隻数
本ジラス 船 曳 網 久 慈 町 25 5,170 129,260 2

ヒラメ 小底５t以上 平　　潟 21 2,042 43,294
〃 大　　津 21 1,176 24,580
〃 川　　尻 3 1,200 4,080
〃 久 慈 町 25 1,635 40,700
〃 那 珂 湊 46 1,210 55,280

その他釣り 平　　潟 2 3,110 6,220
〃 大　　津 18 1,011 18,400
〃 川　　尻 2 1,933 4,640
〃 那 珂 湊 3 3,500 9,800

大型定置網 会　　瀬 769 766 589,605
タイ類 小底５t以上 大　　津 53 309 16,310

〃 那 珂 湊 11 1,333 14,800
その他釣り 平　　潟 11 933 10,166

〃 大　　津 111 420 46,450
〃 川　　尻 176 531 93,325
〃 那 珂 湊 8 1,569 12,080

大型定置網 会　　瀬 411 589 242,111
スズキ 小底５t以上 那 珂 湊 3 1,400 4,760

大型定置網 会　　瀬 160 493 78,855
アナゴ 小底５t以上 平　　潟 30 779 23,360

〃 大　　津 25 600 15,000
〃 那 珂 湊 9 773 7,110

アンコウ 小底５t以上 平　　潟 155 403 62,676
〃 大　　津 81 368 29,728
〃 川　　尻 31 187 5,770
〃 久 慈 町 156 215 33,495
〃 那 珂 湊 177 221 39,139

その他釣り 大 洗 町 13 200 2,600
大型定置網 会　　瀬 4 10 40

ホウボウ 小底５t以上 平　　潟 34 1,415 47,408
〃 大　　津 13 1,011 13,240
〃 久 慈 町 78 707 54,820
〃 那 珂 湊 66 1,162 76,130

大型定置網 会　　瀬 14 498 7,167
フグ類 小底５t以上 平　　潟 2 3,110 7,153

〃 那 珂 湊 6 1,000 6,200
その他釣り 川　　尻 42 150 6,240
大型定置網 会　　瀬 11 595 6,677

サワラ その他釣り 久慈浜丸小 7 2,000 14,600
〃 那 珂 湊 13 1,924 25,780

スルメイカ 小底５t以上 平　　潟 160 441 70,600
〃 大　　津 (2) 15,000 (山売)    30,000
〃 川　　尻 58 600 35,040
〃 久 慈 町 25 370 9,250
〃 那 珂 湊 20 935 18,690

ヤリイカ 小底５t以上 平　　潟 4,923 802 3,948,990
〃 大　　津 (78) 15,632 (山売) 1,222,380
〃 川　　尻 2,035 1,011 2,056,640
〃 久 慈 町 3,610 1,170 4,223,080
〃 那 珂 湊 14 1,577 21,610

マダコ 小底５t以上 平　　潟 6 1,273 7,640
〃 久 慈 町 12 1,213 14,190
〃 那 珂 湊 16 1,010 15,660

その他釣り 平　　潟 19 1,286 24,567
マアジ 小底５t以上 平　　潟 39 206 7,971

〃 大　　津 22 456 10,069
〃 川　　尻 9 200 1,860
〃 久 慈 町 92 212 19,540
〃 那 珂 湊 28 508 14,365

その他釣り 久 慈 町 6 300 1,710
大型定置網 会　　瀬 1,752 170 297,388

サバ 小底５t以上 平　　潟 2,100 36 75,500
〃 大　　津 (8) 2,000 (山売)    16,000
〃 久 慈 町 19 20 386

大型定置網 会　　瀬 1,775 129 228,390
ブリ類 その他釣り 那 珂 湊 8 723 5,780

大型定置網 会　　瀬 127 389 49,391
マイワシ ま き 網 大　　津 125,173 51 6,345,633

〃 は　さ　き 187,568 55 10,298,319
注　延隻数:銘柄別隻数　大津の水揚の一部は水揚げ量・平均円共に「山売」を含む

茨城県水産試験場漁業無線局

漁 況 の 特 徴

属地、単位＝四捨五入 3/27～4/2

７－№ １

◎ まき網
（漁獲は１投網当り）

マイワシ・・・大津の東１０マイル付近か

ら川尻の東南東１０マイル付

近で１～１８０トン、良い船

で２３０トンの漁獲。

◎ 小型船
（漁獲は１隻当り）

◇船 曳 網

本ジラス・・・日立地先で１１～１４㎏の

漁獲。

カエリ・・・・大津地先から矢指地先で

１００～３５０㎏の漁獲。

ノレソレ・・・日立地先で１～１０㎏、大洗

地先から鉾田地先で５～１２㎏

の漁獲。

◇曳 釣 り

久慈浜地先から鉾田地先でヒラメ１㎏前後、

サワラ２～５㎏、マダイ１～２㎏、イナダ１

の漁獲。～２㎏



７　－　No.1
令和7年4月4日
茨城県水産試験場

茨城県水産試験場 ひたちなか市平磯町三ツ塚3551-8　電話029-262-4158（代）
漁業無線局 ひたちなか市新光町51　電話029-273-7911
内水面支場 行方市玉造甲1560　電話0299-55-0324（代）

今年度の水産試験場の組織と主要業務及び担当者を紹介します（下線：新任の担当者）。

● 研究調整監 矢口
ヤグチ

　登希子
トキコ

● 次長兼部長 田所
タドコロ

　洋貴
ヒロキ

● 技師 松尾
マツオ

　拓
タク

己
ミ

● 南部地区担当 経営普及室長 及川
オイカワ

　貴明
タカアキ

北部地区担当 主任 西丸
サイマル

　裕
ヒロトシ

敏

中部地区担当 技師 飯田
イイダ

　隼人
ハヤト

● 部長 多賀
タガ

　真
マコト

● 主任 外山
トヤマ

　太一郎
タイチロウ

● 技師 水谷
ミズタニ

　宏太
コウタ

● 技師　 古川
フルカワ

　洋
ヨウ

之
ノ

介
スケ

● 技師 西
ニシ

　琉太
リュウタ

● 部長 松井
マツイ

　俊
トシ

幸
ユキ

● 首席研究員 茅根
チノネ

　正洋
マサヒロ

● 主任研究員 荒井
アライ

　将人
マサヒト

● 技師 長谷川
ハセガワ

　拓哉
タクヤ

● 部長 小松
コマツ

　健一
ケンイチ

● 主任研究員 渡邊
ワタナベ

　直樹
ナオキ

● 主任研究員 鈴木
スズキ

　美紀
ミキ

● 主任 高濱
タカハマ

　優太
ユウタ

（漁業無線局）

● 遠洋・沖合・沿岸漁業等に従事する船舶との通信事務、漁海況速報事務 通信課長 黒澤
クロサワ

　紀弘
ノリヒロ

副主査 髙堀　昌之
タカボリ　　マサユキ

係長 有
アリノキ

ノ木　哲也
テツヤ

主任 清水　秀彦
シミズ　　ヒデヒコ

（内水面支場）

● 部長 丹羽
ニワ

　晋太郎
シンタロウ

● 技師 大森
オオモリ

　健
ケン

策
サク

技師 遠藤
エンドウ

　友樹
トモキ

● 部長 半澤
ハンザワ

　浩美
ヒロミ

● 首席研究員 山崎
ヤマザキ

　幸夫
ユキオ

● 主任 鈴木
スズキ

　裕也
ユウヤ

● 技師 飯野
イイノ

　菜帆
ナホ

場　長  管理普及部（職員23名、会計年度任用職員3名）

水産業改良普及事業、漁業後継者・担い手育成対策、
漁業経営の改善指導、水産振興施策推進の啓発

水　産　の　窓

令和7年度水産試験場組織・主要業務・担当者

 研究調整監

試験研究の評価等に関する企画・調整、場内の企画・連絡・調整

高橋
タカハシ

　正和
マサカズ 管理部門（職員4名、会計年度任用職員3名）

人事、職員の服務、文書管理、各部の調整

船舶の運航管理・維持管理・連絡調整

 経営普及室（職員3名）

大内
オオウチ

　政幸
マサユキ

 定着性資源部（職員5名、会計年度任用職員4名）

水産資源調査・評価推進委託事業、栽培技術センターの施設管理・運営、増養殖事業の総括

 局長  通信課（職員4名、会計年度任用職員2名、茨城県無線漁業協同組合4名） （ 場長兼局長

沿岸回遊性資源生態研究（イカナゴ、オキアミ、マグロ等）、マダコ漁況予測研究、
カタクチイワシ卵稚仔等調査・研究、人工魚礁・漁場造成事業

回遊性資源生態研究（サバ類）、回遊性資源（ブリ、スルメイカ）、まき網漁場調査、魚病検査

海洋環境調査、海況予測研究、シラス海況予測研究、回遊性資源生態研究（シラス、ヤリイカ、サ
ンマ）、漁獲管理情報処理システムの運営・管理、沿岸域の漁海況情報データ収集システム

 水産物利用加工部（職員4名）

県産シラス競争力強化対策（鮮度管理技術改善）、干物類の消費期限延長

新たな流通・消費拡大研究（味付凍結品開発）、産地市場等の衛生管理支援、
水産加工業者・漁業者等の技術相談対応、水産加工実験棟の維持管理

磯根資源（アワビ・ウニ・イセエビ等）の研究・資源評価、栽培漁業対象種（マコガレイ・ホシガレイ
等）の放流効果調査、底魚類（カレイ類等）の研究・資源評価、マサバ養殖実証事業

 いばらき丸・せんかい（職員16名） 船長

技佐兼
支場長

 増養殖部（職員3名、会計年度任用職員4名）

部の研究調整、魚病対策・防疫指導、養殖技術開発の統括、新魚種養殖技術開発

根本
ネモト

　隆夫
タカオ チョウザメ類の飼育・養殖技術開発、産卵場造成等内水面魚介類の増殖、魚病指導総合センター

の運営、飼育施設の運用管理、魚類斃死原因調査

ヤマトシジミの資源動態研究、天然アユの資源動態研究、調査船の運航管理

テナガエビの資源動態研究、外来魚の動態研究・対策、
漁場環境調査（水質、ベントス、イサザアミ）、シラスウナギ資源動態研究

養殖産業創出・育成事業、深海性エビ類の飼育試験、底魚類（沖合性魚類等）の研究・資源評価

 内水面資源部（職員4名、会計年度任用職員1名）

内水面支場の研究調整、内水面支場施設の運用管理（飼育施設除く）、資源研究の総括

ワカサギ・シラウオの資源動態研究、霞ヶ浦北浦の魚類調査（外来魚除く）、
霞ヶ浦北浦の不漁要因研究、漁場環境調査（プランクトン）

高橋　正和）

新たな流通・消費拡大研究（生食用凍結品開発）、霞ヶ浦産シラウオ生食用凍結品の技術普及、
研究設備の保守維持管理・機器更新、水産利用関係研究開発推進会議の連絡調整

県産シラス競争力強化対策（鮮度管理技術改善）、県産魚介類の成分分析業務、
赤潮発生時のモニタリング、研究設備の保守維持管理

底魚類（沿岸性魚類等）の研究・資源評価、栽培技術センターの施設整備、ヒラメ新規加入量調査

 回遊性資源部（職員4名、会計年度任用職員2名）

まき網漁業関連対策、水産資源調査・評価推進委託事業、
沖合回遊性資源生態研究（マイワシ、マアジ、ウルメイワシ）、放射性物質検査・測定業務

鹿島灘産二枚貝の研究・資源評価、鹿島灘はまぐりの放流効果調査、深海性エビ類の飼育試験



本県沖は黒潮系暖水の影響を受け
平年より高めの水温で推移する

１ 本県周辺海域の現況

• 黒潮は犬吠埼沖およそ30マイルを北東に流れ、37°N、143°E付近で向きを変え、東方に流去して
います。また、親潮第一分枝が三陸沖38°40’N、142°20’E付近まで南下し、本県沖には一部で

親潮系冷水が差し込んでいます(図1)。

図1．海況の現況
（3月31日）
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令和 7年 4 月 4日
茨城県水産試験場

図2．水深別水温

図4．水深別水温平年差

［次号予告］ R7.4.18発行の「水産の窓」は、「令和7年4月の海況と今後の予測」を予定しています。

水産の窓

（回遊性資源部 長谷川 拓哉）

図5．鉛直水温

図3．水深別水温前月差

0m 50m 200m100m

0m 50m 200m100m

0m 50m 200m100m

会瀬 大洗 犬吠埼鹿島

※水温は平年値と比較して、
±1.5℃が「平年並」
±1.6～3.9℃が「やや高め・やや低め」
±4.0～6.0℃が「高め・低め」
±6.1℃以上が「極めて高め・極めて低め」

（令和7年3月の海況と今後の予測）

２ 海洋観測結果（3/24～3/26：調査船「いばらき丸」）
• 水深別水温図、前月差、平年偏差を図2、3、4に、鉛直図を図5に示しました。水温は0m深では12～
18℃台、50m深では10～18℃台、100m深では8～17℃台、200m深では6～16℃台でした（図2）。

• 前月と比較すると、0m深では暖水波及の影響等を受け昇温傾向となったほか、50m以深では黒潮続
流の北偏が弱まったことにより概ね降温傾向となりました（図3）。

• 平年と比較すると、0m深では全域で「やや高め～高め」、50m以深では黒潮続流が流れる鹿島～犬

吠埼沖142°E付近および黒潮系暖水の影響を受ける大洗～鹿島沖141°30’以西では「やや高め～
高め」、黒潮続流の北偏の影響が弱まった会瀬～大洗沖142°E付近では「平年並～やや低め」とな
りました（図4）。

３ 今後1か月（4月中旬まで）の見通し

• 現在、黒潮続流の北偏が弱まっていますが、今後再び北偏が強まる可能性があることから、沿岸寄
りの海域（141°30’E以西）への黒潮系暖水の影響は継続するでしょう。

• 親潮第一分枝が金華山沖まで南下していることから、本県沖にも親潮系冷水が差し込む可能性もあ
ります。

• １か月後の水温は、0m深では全域で「平年並～高め」、50m以深では黒潮系暖水の影響により、

141°30’E付近より西側で「やや高め～高め」、東側で「平年並～高め」（黒潮続流の北偏がさら
に弱まった場合には東側の一部で「平年並～やや低め」）で推移するでしょう。

【参考】3月の0m深の平年値（142°E以西の30年間（1991-2020）の平均水温）
（定線別平年値※）会瀬：10～12℃台､大洗：10～13℃台､鹿島：11～14℃台､犬吠埼：12～16℃台

詳しい情報は茨城県水産試験場ホームページをご覧ください。



茨城県水産試験場　海洋観測結果（2025年3月）　
調査船：いばらき丸　調査海域：A=会瀬定線（県北部海域），O=大洗（県中北部海域）定線，K=鹿島定線（県中南部海域），I=犬吠埼定線（県南部海域）

観測点番号 A-1 A-2 A-3 A-5 O-1 O-2 O-3 O-4 O-5 K-1 K-2 I-1 I-2
月日 3/25 3/25 3/25 3/25 3/26 3/26 3/26 3/26 3/26 3/24 3/25 3/24 3/24
緯度 36°34′ 36°34′ 36°34′ 36°34′ 36°19′ 36°19′ 36°19′ 36°19′ 36°19′ 36°00′ 36°00′ 35°42′ 35°42′
経度 140°46′ 140°52′ 140°58′ 141°11′ 140°38′ 140°41′ 140°47′ 140°53′ 140°59′ 140°45′ 141°00′ 141°00′ 141°15′

開始時刻 6:47 6:07 5:38 4:13 3:43 3:16 2:30 1:37 0:38 10:52 10:32 12:40 13:50
終了時刻 6:50 6:12 5:44 4:27 3:48 3:23 2:40 1:45 0:53 11:03 10:45 12:47 14:00

水深 55m 103m 134m 534m 23m 35m 81m 173m 489m 27m 228m 76m 233m
流向（10m） 321 107 145 221 274 240 288 80 60 134 350 12 204
流速（10m) 0.2 0.4 0.9 0.6 2.2 0.2 1.8 0.2 0.8 1.2 0.6 0.3 0.2
流向（50m） 284 1 141 166 321 113 66 358 40 41
流速（50m） 1.1 0.2 0.3 0.5 0.4 0.2 0.6 0.8 0.7 0.2
流向（100m） 122 188 220 50 14 45
流速(100m） 0.4 0.3 0.3 0.3 0.6

水温 0m 14.6 14.8 15.0 13.8 14.5 14.2 15.0 15.6 16.7 14.8 16.8 16.3 17.0
10m 14.4 14.5 14.7 13.5 13.6 13.9 14.8 15.3 16.4 14.4 16.4 16.0 16.7
20m 14.4 14.2 14.0 13.3 13.9 14.8 15.2 16.1 14.4 16.1 15.4 16.6
30m 12.7 13.6 12.8 12.8 14.6 15.1 15.8 15.6 14.8 16.3
50m 11.4 11.2 11.4 13.9 14.5 15.2 15.4 13.9 15.3
75m 10.9 10.4 10.6 12.7 14.2 14.9 13.7
100m 9.9 9.5 10.9 13.2 13.7 12.4
125m 9.2 10.3 12.5 12.7 11.9
150m 9.2 9.8 11.4 12.1 11.0
175m 9.1 10.5 10.9 10.8
200m 8.1 9.6 9.8 8.6
250m 6.7 8.8
300m 6.2 8.0
400m 5.5 4.7
500m 4.3

観測最下層水深（m） 41 92 102 502 16 26 71 161 483 21 212 66 227
観測最下層水温（℃） 11.5 10.2 9.9 4.3 13.9 13.8 10.6 9.2 5.1 14.4 9.4 12.7 8.5

備考 ・流向流速値は補正前の数値のため、誤差を含んでいます。
・流向は海流・潮流が流れて行く方向を示しています。（例　0°＝真潮，180°＝逆潮）

底水温の観測結果

• 海洋観測で得られた最下層の水温
データ（左図参照）をもとに底水温図
を作成しました。

• 水深100 m以浅の底水温は10～14℃
台でした。詳細は下表を参照ください。

図．令和7年3月の底水温（*海底直上約5～20m）
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